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業績予想の修正に関するお知らせ 
 
 最近の業績の動向等を踏まえ，平成21年1月16日に公表した平成21年11月期（平成20年12月1日～平成
21年11月30日）の連結業績予想、並びに平成21 年11 月期（平成20 年12月1 日～平成21 年11 月30 日）
の個別業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 
 

記 

 
 

１ 平成21年11月期第2四半期連結累計期間連結業績予想数値の修正（平成20年12月1日～平成21年5月
31日） 

（単位：百万円，％） 

 売上高 営業利益 経常利益 
四半期 
純利益 

1株当たり 

四半期純利益

     円   銭

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 6,700 40 20 10 0 59

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 5,708 △532 △546 △612 △35 92

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △992 △572 △566 △622 △36 49

増 減 率            （％） △14.8 － － － － 

（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成20年11月期第2四半期） 

8,951 30 4 △63 △3 72

 
 
２ 平成21年11月期第2四半期累計期間個別業績予想数値の修正（平成20年12月1日～平成21年5月31日） 

（単位：百万円，％） 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
1株当たり 

四半期純利益

     円   銭

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 6,300 40 20 10 0 59

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 5,469 △464 △485 △551 △32 33

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △831 △504 △505 △561 △32 91

増 減 率            （％） △13.2 － － － － 

（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成20年11月期第2四半期） 

8,459 7 △13 △70 △4 13

 
 
 



３ 平成21年11月期通期連結業績予想数値の修正（平成20年12月1日～平成21年11月30日） 
（単位：百万円，％） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1株当たり
当期純利益

     円   銭

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 12,400 80 40 20 1 17

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 11,800 △750 △790 △920 △53 98

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △600 △830 △830 △940 △55 15

増 減 率            （％） △4.8 － － － － 

（ご参考）前年実績 
（平成20年11月期） 

16,166 △128 △180 △689 △40 43

 
４ 平成21年11月期通期個別業績予想数値の修正（平成20年12月1日～平成21年11月30日） 

（単位：百万円，％） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1株当たり
当期純利益

     円   銭

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 11,500 80 40 20 1 17

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 11,300 △620 △660 △790 △46 35

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △200 △700 △700 △810 △47 52

増 減 率            （％） △1.7 － － － － 

（ご参考）前年実績 
（平成20年11月期） 

15,290 △18 △55 △575 △33 77 

 
５ 修正の理由 

連結中間業績予想につきましては、売上高は、オフィスへの設備投資需要の大幅な減退等により、極めて厳し
い状況下で推移し、新製品の投入、学校教育施設の深耕等をはかりましたが、前回予想を大幅に下回りました。
損益面では、コスト低減や販管費の削減に努めましたが、営業利益、経常利益、四半期純利益は前回予想を大幅
に下回る見込みであります。 
 連結通期予想につきましても、オフィス家具需要に対する環境の厳しさは続くものと考えられ、通期におきま
してもコストダウン、経費削減等企業構造改善を推し進めるとともに、販売の強化に努めてまいりますが、前回
予想を下回る見込みであります。 
 

以  上 


